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アントロポセンと
　　　　　環境倫理

近年の環境倫理学の中では、アントロポセン(人新世)
とも呼ばれるほどの大きな環境の変化、さらに大規模な
気候変動を引き起こしてしまったのは、人類のモラルの
欠如のためだとも言われています。このような事態に至
ったのは、道徳の問題だというのです。
何とかなるだろうという根拠なき楽観論と現実を直視し
ない自己欺瞞、未来世代のことを考えない無責任、環境ない自己欺瞞、未来世代のことを考えない無責任、環境
の劣化にともなう社会的不平等の拡大の無視、生態系や
生物多様性について配慮しない人間中心主義という傲慢
       などによって、アントロポセンは生じたことにな
       ります。もはやこの社会は持続可能ではないとさ
       え言われます。
       環境問題を改めて倫理・道徳の問題として考える
       ことによって、どのような未来を選ぶことができ       ことによって、どのような未来を選ぶことができ
　　 るのかを考えてみたいと思います。

アントロポセン（人新世）とバイオミメティクス
その4：倫理学
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